
特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会 

２０１８年度通常総会 

議 案 書 

日時：２０１８年６月７日（木曜日）１８時から 

会場：日本財団ビル２階会議室（東京都港区赤坂 1丁目 2番 2号） 

開会 

第 1部 総会 

１．定足数の確認、議事録署名人の選出 

２．議長の選出 

３．議案審議 

第１号議案 ２０１７年度 事業・活動報告 

第２号議案 ２０１７年度 収支決算報告 

第３号議案 ２０１８年度 事業・活動計画 

第４号議案 ２０１８年度 予算計画 

第５号議案 役員の新任、再任 

４．議長退任 

閉会 
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第１号議案 ２０１７年度事業・活動報告（期間：２０１７年４月１日から２０１８年３月３１日まで） 

 

 今年度の主な取組は次のとおりである。 

 第一に、社会を変えるプロフェッショナルを生み出す認定ファンドレイザー資格認定制度は、2012

年度の開始から 5年が経過し、第 1期・第 2期の認定・准認定ファンドレイザーは、資格更新が必要

となった。その結果、108名の認定ファンドレイザーと 891名の准認定ファンドレイザーを全国に誕

生させることが出来た。また、ファンドレイジングに関する最新事例、世界の潮流などが学べる「フ

ァンドレイジング・日本」は、参加者が過去最多の 1,560名となりアジア最大のファンドレイジング・

カンファレンスとして開催した。 

 第二に、「寄付白書 2017」を出版した。今回は、利他行動の先行研究に関する特集、寄付白書 2015

の深掘り分析などを掲載した。 

 第三に、「寄付・社会貢献教育」は、地域チャプターや全国社会福祉協議会、全国コミュニティ財

団協会などと連携して、寄付・社会貢献教育の全国展開のためのプラットフォーム構築を進めた。ま

た、新学習指導要領で高校の新科目に追加される「公共」に社会貢献教育を導入するための検討に着

手した。また、今年度も「社会貢献教育オープンシンポジウム」を開催した。 

 第四に、遺贈寄付を推進するために 2016年に設立した全国レガシーギフト協会の共同事務局とし

て運営に携わり、当協会としても遺贈寄付に関する相談窓口業務のほか、人材育成事業や普及啓発事

業等を行なった。 

第五に、寄付だけではなく、「社会的インパクト評価・投資」を促進するために、社会的インパク

トセンターにおいて社会的インパクト評価・投資に関する調査・研究、事業開発を実施した。また、

社会的インパクト評価イニシアチブの共同事務局として、日本における評価の推進、評価人材育成の

支援等を実施した。 

 

 １．組織運営について 

 

１）会員拡大 

会員数は順調に増加し、合計 1,777となった。団体会員においては、今年度新設したスペシャル

パートナーに 3団体からの申し出があり、年間を通じて事業パートナーとして連携を図る。 

  運営会員(個人) 賛同会員(個人) 賛同会員(団体) 合計 

2016年度末 73 1440 58 1571 

2017年度末 62 1644 71 1777 

 

２）チャプター制度 

 専門領域毎のチャプターとして、全国福祉チャプターが新設された。 

全国に 6つの地域チャプター（北海道・東北・関西・東海・中国・九州）と専門領域毎の 2つのチ

ャプター（アートチャプター・全国福祉チャプター）の合計 8つのチャプターと連携し、様々な事

業を共同実施した。 
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３）総会開催 

 ２０１７年６月８日に２０１７年度の通常総会を開催。前年度の決算と事業報告、今年度の予算と

事業計画、役員の選任などを決議した。総会後には、「「未来」を感じる。トークセッション２０１

７－ファンドレイジング、ソーシャルセクター、地域の「未来」を語る－」をテーマにゲストを交え

たトークセッションを開催した。 

 

４）理事会開催 

今年度は下記の５回の理事会を開催した。 

 

■第３７回理事会 ２０１７年５月１７日 

・2016年度監査をうけて 決算報告 

・2016度総会議案書について 

・新規理事、監事の追加と今後の予定について 

 

■第３８回理事会 ２０１７年６月８日 

・代表理事・副代表理事の互選 

 

■第３９回 ２０１７年９月１３日 

・ ２０１７年度前期振り返りと後期に向けて 

 

■第４０回 ２０１７年１１月２０日 

・ 事業進捗報告と意見交換ついて 

 

■第４１回 ２０１７年３月８日 

・ ２０１８度暫定事業計画と暫定予算計画について 

・ 役員の変更について 

 

５）事務局体制 

事務局長を含めて１０名が常勤職員体制で業務を行なった。その他、週３回のパートタイムが２

名。週１～２回のアルバイトが３名の体制で事業を行った。また今年度は公益財団法人トヨタ財団

から１名出向を受け入れた。 

 

６）ボランティア 

月例の「ＪＦＲＡボランティアデー」の開催、ファンドレイジング・サロンなどの定期イベント

の運営補助、ファンドレイジング大会の開催等で協力を得た。特に、ファンドレイジング大会では、

約７０名のボランティアが大会の開催準備と当日の運営に協力した。また、「駒沢ふれあい広場な

つまつり」にも、企画出店し、その売り上げを「寄付の教室」への寄付にするなど、他の事業へも

協力いただけた。２０１８年３月末時点のボランティア登録者数は２９４名。 
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７）マスコミ掲載 

 

メディア掲載実績 ６４件 

● 2018年 

・ ３月２日週刊現代｢寄付特集｣ 

・ ２月２６日 企業診断 ｢ソーシャルセクターのファンドとコンサルティングで社会サービスを

変革する経営者｣ 

・ ２月１６日 週刊朝日｢遺贈寄付特集｣ 

・ 2月 4日毎日新聞「寄付白書 2017」 

・ １月２９日 AERA「定食や検索で「寄付」」 

・ １月２２日 日本教育新聞「社会貢献教育オープンシンポジウム 2018」 

・ １月１９日 朝日放送「夜 9時の繁華街に外国人女性の募金集団」 

・ １月１１日 日本テレビ the SOCIAL「対価より“共感と応援” 寄付型ＣＦとは」 

・ １月 ６日 『月刊福祉』2月号「地域共生におけるファンドレイジングの可能性」 

・ １月    日本郵政グループ CSR レポート 2017 「未来を応援する気持ちに寄り添える仕組

みづくりへ」 

 

● 2017年 

・ １２月２８日 こども宅食ウェブサイト「「子ども達を救うためには“実験”が必要だ」NPOは

社会的インパクト評価を活用せよ」 

・ １２月２６日 こども宅食ウェブサイト「子どもの貧困に関わる NPO 必見！貧困を視える化す

る 「剥奪指標」とは」 

・ １２月２３日 日本経済新聞「「遺贈」遺言で行き先指定 第三者や社会貢献の団体に」 

・ １２月２２日 秋田魁新報「心を贈る 寄付月間」 

・ １２月２２日 朝日小学生新聞「寄付がふつうの社会になれば」 

・ １２月１８日 オルタナ 51 号「戦略的寄付で課題解決に挑む」「社会イノベーションとお金の

新しい関係(7)」「ファンドレイジングトピックス(7)」 

・ １２月１０日 朝日中高生新聞「寄付で社会に関心を」 

・ １２月 ８日 読売新聞千葉版「寄付通し地域振興を 富里でセミナー」 

・ １２月 ５日 読売新聞「論点 寄付が当たり前の社会に 小宮山宏氏」 

・ １２月 １日 美ら島沖縄「12 月は寄付月間！～いろいろな活動を『寄付』で応援しよう～」 

・ １１月３０日 新潮社 Foresight「12月を前に「Giving December」を考える」 

・ １１月２５日 博物館研究「ファンドレイジングは社会を変えていく手段」 

・ １１月２１日 時事通信社「自分の死後に寄付する「遺贈」 相続とのトラブルに注意も必要」 

・ １１月２０日 東商新聞「共感で実現「社会課題解決」モデル：日本ファンドレイジング協会」 

・ １１月 ４日 朝日新聞 be「社会鍋 今はネットでも受け付け」 

・ １１月 ２日 オルタナ S「いま企業が寄付する意義、三菱総合研究所理事長に聞く」 

・ １１月 ２日 女性セブン「財産を遺贈するという選択」 

http://jfra.jp/news/20450
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・ １０月２５日 地域創造「地域振興の仕掛けとしてのクラウドファンディング」 

・ １０月２０日 JO 第 21 号「寄付月間 2017 神奈川県では「寄付 to カタログプロジェクト」

が始動！」 

・ １０月１０日 文藝春秋 遺贈寄付特集「世界と“つながる”寄付を！想像と創造でときめく

未来をつくる」 

・ ９月２９日 オルタナ 50号「社会イノベーションとお金の新しい関係(6)」「ファンドレイジン

グトピックス(6)」 

・ ９月２７日 京都新聞「市民活動の資金調達 ファンドレイザー 永見まり子さん」 

・ ９月２７日 ZUU online「社会貢献意識が高い？投資をする人はしない人より「遺贈」に前向

き」 

・ ９月２７日 Forbes JAPAN「家族で「財団」を持つ、アメリカ流セカンドライフが日本にも」 

・ ９月 ５日 NHK クローズアップ現代＋「広がる“遺贈” 人生最後の社会貢献」 

・ ９月 １日 『Journal of Financial Planning』9月号「自分がつくりたい未来を実現する 意

志あるお金の使い方」 

・ ８月２８日 陸奥新報「広がる「寄付」教育」（ほか 5紙に掲載） 

・ ８月２５日 産経ニュース「ＮＰＯなどに寄付する「遺贈」のススメ 節税しながら社会貢献」 

・ ８月２３日 Talked.jp「ソーシャルデザイン入門 ～「自分のため」から「社会のため」へ。

多様化する価値観にどう伝えていくか～」 

・ ８月１４日 旬感！ぶんきょうタイム「夏休み特別企画 親子で学ぼう お金と社会貢献の素

敵な関係」 

・ ８月 ７日 日本教育新聞「「社会貢献教育」を通じて地域と連携した課題学習」 

・ ８月    日本 NPOセンター『知っておきたい NPOのこと 5【事業評価編】』 

・ ７月３１日 日本経済新聞夕刊「社会貢献への投融資 壁厚く ＮＰＯ、公的支援頼み改める必

要」 

・ ７月２８日 NHK くらし☆解説「広がる『遺贈』寄付」 

・ ７月２５日 Forbes JAPAN 2017年 9月号「「新しい社会の変え方」こども宅食の挑戦！コレク

ティブ・インパクトとは何か」 

・ ７月２０日 弁護士ドットコムニュース「子どもの貧困対策、文京区で「こども宅食」…情報

持つ行政と連携、食品ロスを活用」 

・ ７月２０日 マイナビニュース「東京都文京区が「こども宅食」をスタート–ふるさと納税で貧

困世帯に食事を」 

・ ７月１１日 ソナエ vol.17 2017年夏号「新 遺産活用法「遺贈」 節税しながら社会貢献」 

・ ７月１０日 Future Society 22「2030 年までに、「課題先進国」の解決モデルをつくる キー

ワードは、日本人が強みとする「共感力」」 

・ ６月２９日 オルタナ 49号「社会イノベーションとお金の新しい関係(5)」「ファンドレイジン

グトピックス(5)」 

・ ６月２４日 Forbes JAPAN 2017年 8月号「新しい「お金の使い方」」 

・ ６月１２日 AERA（6 月 19 日号）「遺産を社会に還元 静かに広がる「遺贈」―難病で逝った

夫の思い 後世に伝えたい」 
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・ ５月 ５日 お金のキャンパス「変わりつつある日本の寄附制度 控除の計算方法と対象が拡充」 

・ ５月 １日 日本経済新聞「高校で「公共」を学ぶ意義」鵜尾雅隆氏 

・ ５月    内閣府「東日本大震災の被災地における NPO 等による復興・被災者支援の推進に

関する調査報告書」 

・ ４月２４日 日本教育新聞「社会貢献通し自己肯定感育む」 

・ ４月２０日 “得る”Cafe「町や学校で、社会貢献・寄付の教育を by日本ファンドレイジン

グ協会」 

・ ４月１７日 CivicWave「インパクトを生みだすためのこれからの社会システム「CIVIC TECH 

FORUM 2017」」 

・ ４月１５日 グリーン・エージ 2017年 4月号「森林整備活動のための戦略的な寄付集め」 

・ ４月 ８日 朝日新聞デジタル「現金３０万円どこに寄付？ 高校生、団体の実態調べ選定」 

・ ４月 ７日 オルタナ S／ヤフーニュース【コラム】「SDGsと社会的投資の新しい関係」 

・ ４月 ３日 日本教育新聞「社会貢献教育の流れを創り出すために シンポジウム開催」 

・ ４月 ３日 日経ビジネス「日本人の寄付スタイルは、非常時の支え合い 貢献の気持ち育て、

寄付文化を醸成するには」 

 

２．主な実施事業について 

１）認定ファンドレイザー資格認定制度 

 

■研修の実施（添付資料１参照） 

認定ファンドレイザー・准認定ファンドレイザーの受験資格を得るためには、それぞれ、必

修研修と、一定の研修実績を積むためのポイント付与となっている選択研修を一定数受講する

必要がある。そのための研修を添付資料 1の通り開催した。必要な選択研修については、協会

主催研修以外にも、全国各地で開催される研修のうち、通信教育も含めて、一定の基準を満た

す研修については、協会まで申請し、承認を得た後に協会「認定研修」としてポイント付与の

対象研修としている。他団体と協働することで、様々な領域や地域で、ファンドレイジングを

学べる機会の提供を図っている。また、准認定ファンドレイザー必修研修を、同一法人の職員・

スタッフ向けに、内容をカスタマイズして実施する「団体向けのカスタマイズ研修」の要望を

日本赤十字社と全国大学附属高校ＰＴＡ連合会から受けて、実施した。なお、地域での開催が

望まれる中、チャプターの協力を得て、地域開催にも注力（8回）し、熊本県と岩手県での初開

催も実現した。実施に際し、講師育成にも努め、必修研修・選択研修は、認定・准認定ファン

ドレイザーが登壇し、活躍の機会となった。認定講師も新たに 3名追加となった。 

どこにいてもいつでもファンドレイジングが学べる環境の整備を図り、オンライン研修を 16

講座（25ポイント）に拡充した。 

 

■試験の実施 

2017年度は准認定ファンドレイザー試験を 2回、認定ファンドレイザー試験を１回実施し、

223名の准認定ファンドレイザーと 17名の認定ファンドレイザーが誕生した。准認定ファンド
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レイザー試験の受験会場は、各地域チャプターの協力を得て、山口県・熊本県・宮城県での初

開催が実現した。 

 

2017年 6月 25日第 11回准認定ファンドレイザー試験 

志願者数 185名 
   

受験者数 169名 
   

合格者数 140名 
   

認定者数 139名 
   

     
2017年 12月 3日第 12回准認定ファンドレイザー試験 

志願者数 153名 
   

受験者数 127名 
   

合格者数 84名 
   

認定者数 84名 
   

     
2017年 12月 3日第 6回認定ファンドレイザー試験 

志願者数 36名  
  

受験者数 36名 
   

合格者数 17名 
   

認定者数 17名 
   

 

■認定・准認定ファンドレイザーの数 

2012年度から開始した本資格認定制度は、5年が経過し、第 1期・第 2期の認定・准認定フ

ァンドレイザーは、資格更新が必要となった。認定ファンドレイザーは 16名全員が更新し、准

認定ファンドレイザーは、154名のうち 99名が更新した。その結果、2018年 3月末日時点での

資格保有者は下記のとおりとなった。 

資格  人数 

認定ファンドレイザー 108名 

准認定ファンドレイザー 891名 

合計 999名 

 

■認定ファンドレイザー検定試験委員会の開催 

試験実施に際し、事務局外の委員からなる「認定ファンドレイザー検定試験委員会」において試

験問題の作成、採点基準などを討議した。今年度は、2017年 7月 20日、2018年 1月 20日の 2回、

委員会を開催した。 

  

 委員リストは下記の通り（アイウエオ順） 

伊藤 美歩氏 (アーツブリッジ代表)        

鵜尾 雅隆氏（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 
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鴨崎 貴泰氏（日本ファンドレイジング協会 事務局長） 

樽本  哲氏（弁護士） 

徳永 洋子氏（日本ファンドレイジング協会 理事） 

早瀬  昇氏（日本ＮＰＯセンター代表理事） 

矢崎 芽生氏（公認会計士） 

山元 圭太氏（株式会社 PubliCo 代表取締役 COO） 

 

■ファンドレイザーの社会的インパクト評価 

本資格認定制度の事業の結果として生じた「社会的価値」を定量的・定性的に分析するため、

「ファンドレイザーの社会的インパクト評価アンケート」を認定・准認定ファンドレイザー及

びファンドレイジング従事者に向けてアンケートを実施した。2017年 10月 18日から 11月 28

日の 42日間、メールによる回答依頼、Excelシートによる回答入力の方法で、60名からの有効

回答を得た。評価に正確を期するため、質問はファンドレイザーの処遇に関する事項も含む詳

細な内容となっている。アンケートの結果として主に浮かびあがったのは、下記の 3点であっ

た。 

1. 認定ファンドレイザーの平均給与は 545.8万、准認定ファンドレイザーの平均給与は 457.8

万であり、新公益連盟が発表した「ソーシャルセクター組織実態調査 2017」と比較すると、

一般中小企業の非役職勤務者の約 1.7倍であった。 

2. 団体調達額に対する貢献度割合の設問において、ファンドレイザーは、寄付金・会費・助

成金・補助金・行政委託金・事業収入といった多様な財源に貢献していることが見てとれ

た。寄付金においては、1人の平均寄付調達額は 871万円であった。 

3. 所属団体のファンドレイジングへの意識変化として、認定・准認定ファンドレイザーがい

ることで、ファンドレイジングの必要性が団体内で理解され、担当する人や部署が明確と

なり、団体の戦略策定にファンドレイジングが組み込まれていることが見てとれた。 

 

■ファンドレイジング・スクール事業 

 2017年 5月より、「第 2期ファンドレイジング・スクール」を実施した。5月から 12月まで、

13講座のアドバンス研修と 10回の応用ゼミで構成されており、16人が修了した。修了生にお

いて、ファンドレイザーとしての有償契約を交わす人や、クラウドファンディングを実施し当

初目標を大幅に超えて成功させる人が出てくるなど、実践力のあるファンドレイザー育成に有

効なプログラムであると認識した。 

また、修了生たちは、後輩の育成やファンドレイジングの実践に取り組み続けることなどを

目的とした「FRSアルムナイ」という修了生のコミュニティを自主的につくり、継続的に活動し

ている。 

 

＜ファンドレイジング・スクールとは＞ 

 共感性をマネジメントしながら事業、組織、財源を成長させ、社会にイノベーションを生み

出す力を持つ人材を輩出するスクール 

 



8 

＜ファンドレイジング・スクールの目的＞ 

どんな組織であっても、いかなる状況であっても、経営資源を獲得し、組織と事業を成長させ

ることができる実践力をもったファンドレイザーを育成すること。 

＜ファンドレイジング・スクールの対象＞ 

認定・准認定ファンドレイザー、准認定ファンドレイザー必修研修受講者を対象 

＜ファンドレイジング・スクールの特徴＞ 

「体系的な知識の習得」認定ファンドレイザー必修研修の受講 

「経験からの学び」ケーススタディにて様々な組織規模・領域での課題を仮想体験 

「実践による定着」自団体のファンドレイジング戦略の策定・実施、実在団体のコンサルタント実

習 

２）ファンドレイジング大会の開催

２０１８年３月１７日と１８日に第９回となるファンドレイジング大会「ファンドレイジング・

日本２０１８～ 共感型ブレイクスルー 〜」を開催した。 

今回は過去最多の 1,560名を超える参加者を迎え、アジア最大のファンドレイジング・カンファ

レンスとして開催した。

FRJ2018 では、国内外の成功事例、海外の潮流、未来を感じるインスパイリングなセッション、

最新 SIB・コレクティブインパクトなどの社会的インパクト評価・投資、企業 CSVや企業との連携

事例、実践ワーク型のファンドレイザー資格保有者向け、社会貢献教育に関するセッションなど

72のセッションを行い、127人の講師が登壇した。 

クロージングセッションでは、第９回日本ファンドレイジング大賞の発表を行った。ファンドレ

イジング大賞は、認定 NPO法人かものはしプロジェクト 、特別賞は、NPO法人 SVP東京、Table For

Two International、富士ゼロックス株式会社が受賞した。また、今回から協賛特別賞として、

CAMPFIRE賞は、スタディクーポン・イニシアチブ 、Yahoo!ネット募金賞は、NPO法人ライフボー

トが受賞した。

また、終了後に行ったアンケート調査の結果（Webアンケート：有効回答数 408）、大会全体へ

の満足度は 10段階評価で平均 7.99と非常に高く、セッション満足度も 5段階評価で 4.06と全体

的に高い評価を得た。 

また、アンケートでは 253名もの方から今後の改善点に関する意見が寄せられ、それらについて

は事務局内で対応策を含めて検討を行い次回大会へ反映させる予定である。 

＜開催概要＞ 

■日程：２０１８年３月１７日（土）、３月１８日（日）（３月１６日はプレイベントを開催）

■場所：駒澤大学

■参加者数：１５６０名

■セッション数：７２

■開催への支援（助成・協力・協賛）
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【スペシャルパートナー】 

株式会社トラストバンク、NPO向け物品寄付プログラム『お宝エイド』、株式会社ファンドレック

ス 

【協賛】 

公益財団法人ベネッセこども基金、Innovairre Inc.、佐賀県、freee株式会社、株式会社 CAMPFIRE、

Yahooネット募金 / ヤフー株式会社、株式会社マクロミル、一般財団法人非営利組織評価セン

ター、株式会社 PLUS SOCIAL、gooddo株式会社、リネットジャパングループ株式会社、株式会社ソ

ニー・デジタルエンタテインメント・サービス、ポッカサッポロフード&ビバレッジ株式会社、株

式会社インテージ / 株式会社インテージリサーチ、ビジュアルファシリテーションチーム BRUSH 

/ 株式会社グラグリッド、一般社団法人ソーシャル・ジャパン、英治出版株式会社、株式会社エー

スデザイン、特定非営利活動法人 CANPANセンター、株式会社シン・ファンドレイジングパートナ

ーズ、株式会社ジャックアンドビーンズ、NPO Marketing Labo、Syncable／株式会社 STYZ、ソー

シャルピーアール・パートナーズ株式会社、ソリマチ株式会社、日本政策金融公庫、株式会社バリ

ューブックス、ファンドレイジング・ラボ、株式会社フェブ、mingle、リサイクル募金きしゃぽん

(運営：嵯峨野株式会社)、リタワークス株式会社、READYFOR株式会社、特定非営利活動法人アマ

ポーラ・オーソドンティック・ファシリテーターズ、ウィナーズ・アンド・カンパニー株式会社、

NPO会計支援センター、ジャパンギビング（株式会社 LIFULL Social Funding）、株式会社ソノリ

テ、ソフトバンク株式会社

【協力（会場提供）】 

駒澤大学 

３）ファンドレイジング・サロンの開催

ファンドレイジングの最新事例を話題に会員同士のネットワーキングを重視する内容で月次で

開催した。軽食をとりながらの参加しやすい雰囲気・構成にし、参加者同士の交流を促す場とし、

さらに、参加会員には非会員を招待できる特典を与えることで、会員増加のきっかけとした。 

開催日 タイトル スピーカー

2017年 4月 24日

(月) 

社会貢献教育と SDGsがつながる！ 

～海外の実践事例と日本の展開～ 

・新田 英理子氏(認定 NPO法人日本 NPO

センター)

2017年 5月 30日

(火) 

世界最大のファンドレイジング大会に参加

して感じた日本の可能性～オンラインファ

ンドレイジングの今後とファンドレイザー

のキャリア～ 

・浅井 美絵氏

・山内 悠太氏

・今給黎 辰郎氏

2017年 6月 28日

(水) 

コレクティブ・インパクトがもたらす新た

な価値～世界の潮流と動き出している日本

の現状～ 

・松見幸太郎氏(NPO法人キッズドア)

・佐藤淳氏（一般社団法人 RCF）

2017年 7月 26日

(水) 

人生の集大成としての社会貢献 

～安心してレガシーギフトを贈るための信

託～ 

・齋藤 弘道氏(野村信託銀行株式会社)

・菊池 諒介氏(プルデンシャル生命保険

株式会社) 
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2017年 8月 28日

(月) 

休眠預金 最前線 

～ソーシャルセクターの次のステージへの

原動力～ 

・渡辺 由美子氏(NPO法人キッズドア) 

・水谷 衣里氏(株式会社風とつばさ) 

2017年 9月 28日

(火) 

ふるさと納税がつくる地域の未来 

～2800億円が地域を元気にする可能性～ 

・須永 珠代氏(株式会社トラストバン

ク) 

2018年 1月 16日

(火) 

2018年はじめに考えるソーシャルセクター

の未来～これからの伴走支援の可能性～ 

・白石 智哉氏(一般社団法人ソーシャ

ル・インベストメント・パートナーズ) 

・山元 圭太氏(株式会社 PubliCo) 

2018年 2月 8日

(木) 

ビル&メリンダ・ゲイツ財団が実践する、成

果にこだわる事業マネジメント～世界最大

の慈善基金財団が目指している世界観～ 

・柏倉 美保子氏(ビル&メリンダ・ゲイ

ツ財団) 

 

４）ファンドレイジングジャーナル 

 海外事例の紹介やトップランナーへのインタビュー、ファンドレイジングに関する最先端なトピ

ックスなど４５本を掲載。そのうち、１８本を弊協会会員限定記事として掲載。 

 

５）「寄付白書２０１７」の出版と販売 

 2016年度から立ち上げた「寄付白書２０１７」発行研究会を運営し調査結果分析と執筆を進め、

2017年 12月に出版した。 

 昨年度に終了した調査に基づき、推計方針の確定分析と執筆を進め概ね当初予定通り 12月に「寄

付白書 2017」として出版した。出版日には「寄付白書 2017出版記念シンポジウム」を開催し、多

くの支援者などの参加を得て盛況の内に開催することができた。 

 

• 「寄付白書２０１７発行研究会委員」 

石田祐（公立大学法人宮城大学事業構想学部事業計画学科 准教授） 

鵜尾雅隆（日本ファンドレイジング協会 代表理事） 

大石俊輔（日本ファンドレイジング協会 寄付市場形成事業プログラムディレクター） 

大坂紫（株式会社インテージリサーチ ソーシャル事業推進部） 

鴨崎貴泰（日本ファンドレイジング協会 事務局長） 

岸本幸子（公益財団法人パブリックリソース財団 代表理事・専務理事） 

坂本治也（関西大学法学部政治学科 教授） 

佐々木周作（日本学術振興会 特別研究員 PD、大阪大学 社会経済研究所 招聘研究員） 

 

• 第 7回寄付白書 2017発行研究会 

日時：4月 21日 14:00‐18:00 

内容：調査以外（第 2章、第 3章）の原稿進捗共有と執筆ルールの確認、調査結果の共有と推計

方針決め、出版までのスケジュール確認 
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• 第 8回寄付白書 2017発行研究会 

日時：5月 30日 9:00‐13:00 

内容：推計値の確定、単純集計、クロス集計の結果を確認し分析の切り口を確定、各執筆状況の

確認と目次案確認、出版までのスケジュール確認 

 

• 第 9回寄付白書 2017発行研究会 

日時：7月 18日 9:00‐12:00 

内容：入稿原稿チェック 

 

• 寄付白書 2017出版記念シンポジウム 

日時：2017年 12月 7日 19:00-21:00 

場所：Yahoo!RODGE 

参加者：56名 

内容：1. 寄付白書 2017の特徴解説、2. 各章執筆者からの内容解説、3. バズセッション・質疑

応答 

 

• 書籍・データ販売実績 

• 書籍：1,697,506 円・719 冊（内訳：直販 170 冊（対面 130 冊、オンライン 40 冊）、Ａｍａｚ

ｏｎ199冊、書店 350冊） 

• データ：1件・70,000円 

※但し、研修による販促活動を行った。研修：20件・142,560円 

 

 

６）寄付・社会貢献教育 

 本事業年度は、日本財団からの助成を受けて 4つの事業目標を掲げて事業を実施し、それぞれの

達成状況は下記の通りとなった。 

 1つ目、社会貢献教育の「公共」での位置づけを検討する研究会の設置については、関係諸機関

からの参加者からなる、第 1回検討会議を行い今後の方向性の確認に着手した。具体的には、新学

習指導要領での高校の新科目「公共」に社会貢献教育をどう位置付けて提案をまとめていくのかの

視点の整理を行った。 

 2つ目、全国連携拠点整備と指導者の連携拠点への配置については、全国で 6つの地域チャプタ

ー連携を進め、連携に向けた勉強会の実施や学校、他機関を巻き込んだ推進の仕組みづくりにも着

手した。結果、北海道、京都、岡山、北九州の各地域を中心とした、地域連携拠点整備が着実に進

んだ。 

 3つ目、全国社会福祉協議会、全国コミュニティ財団協会と共に、全国の相談窓口とプログラム

マッチングの仲介を行うプラットフォーム立ち上げに向けた具体的な検討に着手した。福祉教育研

究委員会での連携や、「公共」で位置づけ検討会とも連動し、より最適な形で社会貢献教育が学校

教育現場に導入されるための仕組みづくりに次年度は着手する。 
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 4つ目、実証実験連携先の確保に関しては、具体的な検討にまでは至らなかった。SIB事業でも

連携をしている、横須賀市（中核市）などへの提案を行ったが、結果的に現時点での実施は難しい

状況であった。しかしながら、既に、連携拠点整備と指導者育成が先行して行われている、京都府

や岡山県には、次年度改めて提案を進めていく予定である。 

① 「公共」での位置づけ検討のための研究会設置

研究会として社会貢献教育プラットフォーム準備会を立ち上げ第 1回の研究会を行った。本会

合では、これまで日本ファンドレイジング協会が取り組んできた社会貢献教育事業の概要と今後

の展開施策の方向性を共有した上で、「公共」科目を中心とした学校教育課程に位置付けて展開

していくにはどのような施策が最適であるかについて意見交換を行った。具体的には、教員を中

心とした社会貢献教育に関心のある教育関係者が、社会貢献教育に関する情報をワンストップで

得ることが出来るポータルサイトの構築の検討が行われた。次年度での、具体的な施策の実施に

ついて準備を整えることが出来た。 

【社会貢献教育推進プラットフォーム準備会】 

荒井 優 氏(私立札幌新陽高等学校 校長) 

石原 達也 氏（全国コミュニティ財団協会 事務局長） 

園崎 秀治 氏(全国社会福祉協議会 地域福祉部/全国ボランティア・市民活動振興センター 副部

長) 

• 第 1回社会貢献教育推進プラットフォーム準備会

日時：2018年 3月 26日（月） 16:00〜17:00 

場所：日本ファンドレイジング協会オフィス 

内容：日本ファンドレイジング協会の進めてきた社会貢献教育事業と今後教育課程の中に取

り入れるための施策案の検討 

② 全国の地域連携拠点整備と指導者の各拠点への配置

2015年度から実施している社会貢献教育ファシリテーター研修を、研修と現場体験のセット

モデルに深化させた。東京で 3回、地方で 4回、計 7回開催した。同研修受講者は 78名で、社

会貢献教育ファシリテーター22名が誕生した。現在社会貢献教育ファシリテーターは全国 21都

道府県で 41名が活躍している。 

• 社会貢献教育ファシリテーター研修
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• 社会貢献教育の現場実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 社会貢献教育推進のプラットフォーム発足 

 社会貢献教育推進のための全国規模の相談窓口の立ち上げやマッチングの仕組みなどを検討

するために、全国コミュニティ財団協会および全国社会福祉協議会との個別の関係性づくりと連

携に着手した。具体的には、以下のような取り組みを行った。 

 

【全国コミュニティ財団協会】 

• 連携先：京都地域創造基金、京都市ユースサービス協会、京都府立嵯峨野高校、京都府立すば

る高校 

• 連携内容：京都地域創造基金と京都市ユースサービス協会と連携し、単発ではなく複数回継続

した社会貢献教育モデルプログラムを、京都府内の学校に提案した結果、SGH（スーパーグロ

ーバルハイスクール）である京都府立嵯峨野高校と商業高校の京都府立すばる高校から実施の

依頼があり、次年度以降の継続実施を前提に、「寄付の教室」「社会に貢献する WS」を元にし
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たプログラムを実施した。この取組みは、すばる高校では商業科の選択科目として、また嵯峨

野高校では、SGH設定科目として、両校とも教育課程内での取り組みとして実施し、学校での

実施の枠組みを深化・進化させることが出来た。また、次年度以降はこの取組みを軸に、地域

での資金循環の 1つのコンテンツとして社会貢献教育を取り上げ、地域からの支援で社会貢献

教育が各地で実施できるようにするための検討を予定している。更にまた、相談窓口やマッチ

ングの仕組みづくりの検討予定。 

 

• 連携先：みんなでつくる財団おかやま、岡山学芸館高校、コモンズ投信株式会社 

• 連携内容：SGHである岡山学芸館高校と連携し、同校の SGHプログラムの価値向上と論理的思

考力の醸成のために、社会に貢献する WS を元にした「ソーシャルリーダーシップオータムキ

ャンプ」と題した、一泊二日のワークショップ合宿を企画実施した。本プログラムには、SGH

の他校の教員にも呼びかけ見学自由とした結果、山口県の高水高校から教員（ユネスコスクー

ル担当）のオブザーブ参加があった。岡山学芸館高校とは、次年度以降の他校も巻き込んだ横

展開を軸に、連携を図っていく予定。また、みんなでつくる財団おかやまとコモンズ投信株式

会社と連携し、岡山の小学生向けに寄付を軸にしたお金の教育プログラムを実施。コモンズ投

信のお金の教育と寄付の教室を組み合わせたプログラムとして行った。「使う／貯める／譲る

／増やす」の 4つのお金の使い方という切り口から、自分のお金の使い方を考えるというプロ

グラム内容で外部教材の活用も行った。同財団とも京都同様、同プログラムを地域の資金循環

の一つのコンテンツとして地域からの支援の仕組みを作るとともに相談窓口およびマッチン

グの仕組みの検討を行った。結果、同財団が事務局を務める、全国コミュニティ財団協会と社

会貢献教育の推進について継続的に検討する検討会の設置するに至った。 

 

【全国社会福祉協議会】 

 担当者である大石が、平成 29年度福祉教育研究委員会委員として参加し、全国社会福祉協議会

が推進する福祉教育の推進に関して意見交換およびアドバイスを行った。同委員会では、サービス

ラーニングの切り口から、福祉教育を捉え直し、福祉教育を通じて児童生徒が地域とのつながりを

持ち地域について学ぶ取組みを推進させることを目指している。埼玉県鶴ヶ島市、京都府向日市、

大阪府岸和田市の 3地域で、小学校、中学校を対象としたモデル授業を実施した。 

同実績を元に、次年度では福祉教育普及のためのプロトタイプをつくることを目的に、平成 30年

度福祉教育研究会が実施され、引き続き大石も委員および作業部会メンバーとしてプログラム開発

に参画する。社会福祉協議会は全国に窓口があり、福祉教育という側面での学校との連携も多いこ

とから、相談窓口、マッチングの仕組みの検討について、福祉教育と社会貢献教育を絡めた形での

普及の検討に着手した。 

 

④ 中核市レベルでの先端的地域モデル構築に向けた提携 

 他事業（SIB事業）でも連携をしている横須賀市（中核市）に対して、「グローバル人材育成

×社会貢献」という軸からの提案を行ったが、結果としては不採択となり今事業年度内での地域

モデル構築に向けた提携には至らなかった。しかしながら、既に、連携拠点整備と指導者育成が
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先行して行われている、京都府や岡山県に対しては、今事業年度の成果を連携拠点参加団体と共

に取りまとめ、次年度提に向けて準備進めていく。 

⑤ 社会貢献教育オープンシンポジウムの専門カンファレンス化

4回目を迎える社会貢献教育オープンシンポジウム 2018は専門カンファレンス化し、教員と

社会貢献教育ファシリテーターを主とする、発表と交流の場として、成功事例を可視化し共有発

信した。寄付教育、社会貢献教育に関する 3つのセッションで構成され、米国の社会貢献教育の

トレンドと展開していくための仕組みを紹介したことに加え、教員と社会貢献教育ファシリテー

ターによる協働実施の実例紹介を高校性の参加を交えて行った。最後には、今後の展開について

主要各組織からパネリストを招き、議論を深めた。 

• 「社会貢献教育オープンシンポジウム 2018〜推進のメカニズムが動き始める」

 本シンポジウムは、日本の社会貢献教育に関するカンファレンスのフラッグシップとして、これ

までの 3回開催した「寄付教育オープンシンポジウム」「社会貢献を通じて自己肯定感を高める教

育オープンシンポジウム」「社会貢献教育オープンシンポジウム〜社会貢献教育の流れを創り出す

ために」の経験を活かし、社会貢献教育が日本社会でもつ意味と可能性について有識者、現場経験

者などを交えて議論を深めることで、関心層に情報を発信し社会貢献教育の展開に必要な関係者を

巻き込むことを目的として実施した。 

セッション 1では、米国の社会貢献教育推進の中心的組織、National Youth Leadership Council

から CEOのエイミー・ミュアーズ氏を招聘し、米国の初中等教育で展開している社会貢献教育のプ

ログラムやカリキュラムについてキーノートスピーチを行った。

セッション 2では、東京学芸大学付属国際中等教育学校から藤木正史教諭、岡山学芸館高校から橋

ヶ谷多功教諭による、教育課程内外での社会貢献教育の取組み紹介および北海道道民財団準備会・

北海道チャプターより高橋優介氏による地域での社会貢献教育の取組みが紹介され、東京学芸大学

付属国際中等教育学校ボランティア部生徒を交えたディスカッションを中心に、社会貢献教育と学

校教育の連携の可能性について議論を深めた。 

セッション 3では、全国社会福祉協議会から園崎治秀氏（地域福祉部副部長）、みんなでつくる財

団おかやまから石田篤史氏（理事）に加え、学校改革が全国で最も注目を集めている札幌新陽高校

の荒井優校長と、エイミー氏の登壇を受けて、社会貢献教育をメインストリーム化させていくため

の施策について参加者と共に考えを深めた。 

• 日時：2018 年 3 月 17 日（土）セッション 1：13:40-15:00／セッション 2：15:30-16:50／セ

ッション 3：17:20-18:40

• 場所：駒澤大学駒沢キャンパス 1号館 401教場

• 内容：セッション 1「米国での社会貢献教育展開の実態~初中等教育で行われている社会貢献

教育プログラムとカリキュラム最新事例」

Amy Meuers 氏(Chief Executive Officer, National Youth Leadership Council)

• セッション 2「社会貢献教育は学校教育とどう連携できるか〜学校が地域と取り組む最新事例

と生徒の変化」
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ファシリテーター:米原 裕太郎 氏(京都市ユースサービス協会ユースワーカー、社会

貢献教育ファシリテーター、准認定ファンドレイザー) 

藤木 正史 氏(東京学芸大学附属国際中等教育学校教諭、ボランティア部顧問、社会貢

献教育ファシリテーター、准認定ファンドレイザー) 

橋ヶ谷 多功 氏(岡山学芸館高等学校教諭、 SGH運営部長) 

高橋 優介 氏(北海道道民財団準備会事務局長、社会貢献教育ファシリテーター、准認

定ファンドレイザー) 

東京学芸大学附属国際中等学校 生徒 

• セッション 3「社会貢献教育推進のメカニズムを日本で動かすために必要なこと〜学校での社

会貢献教育をメインストリーム化させるための施策とは」

ファシリテーター:大石俊輔

Amy Meuers 氏 

荒井 優 氏(私立札幌新陽高等学校校長) 

石田 篤史 氏(公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 理事) 

園崎 秀治 氏(全国社会福祉協議会 地域福祉部/全国ボランティア・市民活動振興センター 

副部長) 

• 参加者：200名

• 参加費：2,160円（一般）／無料（FRJ2018参加者）

• 満足度：4.47

• 後援：内閣府、文部科学省、日本教育新聞社、日本ボランティアコーディネーター協会、全国

コミュニティ財団協会、日本フィランソロピー協会、開発教育協会

７）寄付月間

 2015年よりスタートした、寄付啓発のキャンペーンである寄付月間。3年目の「寄付月間 2017」

では、パートナー及び公式認定企画ともに 2年目より大幅に増加し、パートナー502法人、公式認

定企画 127件となった。また、主要紙、地方紙、オンラインメディア、雑誌などで取り上げられ、

寄付月間に関しての発信や寄付特集などを誘発することができたことや、マスコットアンバサダー

やイベントカレンダーの設置などの新しい試みによって参加のし易さが向上した。2社・団体以上

が連携した企画が多数実施され、寄付の啓発キャンペーンとしてのひとつの「形」が広がり、寄付

文化の醸成に向けて効果があったものと考えられる。 

８）遺贈寄付の推進

2016年の全国レガシーギフト協会の設立当初より、加盟団体として遺贈寄付に関する相談窓口

業務のほか、人材育成事業や普及啓発事業等を行なった。また、全国コミュニティ財団協会との共

同事務局として事務局機能を担い、新設後間もない団体ということもあり、当協会からも事務補助

や運営上のサポートを行った。2017年度の事業は以下の通りであり、今後も遺贈寄付の推進や社

会的な認知向上に、他の加盟団体とともに貢献していく。 
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 相談窓口業務としては、日常的に寄せられる遺贈寄付に関する相談に対し、遺贈に対する基本

的な情報やリソースの提供を行った。また、年間 4回（6月、8月、10月、12月）に開催され

た相談窓口向け研修に、加盟団体として出席した。 

 

 人材育成としては、全国レガシーギフト協会と共催で 12 月に寄付月間の公式イベントの一環

として、NPO職員や弁護士、税理士、会計士、司法書士といった士業向けの研修を行った。 

 

 加盟団体の相談窓口の情報管理フォーマットと統計情報統合化のフローについて、Salesforce

活用を念頭に置き、共有できる仕組みの構築に向け、過去の実績の入力を行った。 

 

全国レガシーギフト協会は 2017年度に加盟団体が 14団体から 16団体に増え、2018年度の公益認

定に向け準備を行った。全国 14ヶ所で NPO向け・専門家向け研修開催し、過去に全国レガシーギ

フト協会の遺贈寄付研修を受講した士業の方々へ、協会の士業登録を奨励。2017年度、新規登録

者数は 6名で、2017年度末までの合計が 22名に上る。普及啓発への取り組みとして、幻冬舎より

星野哲氏（立教大学社会デザイン研究所研究員）による「遺贈寄付―最期のお金の活かし方」を出

版。クラウドファンディングを通した寄付により、222 冊が公証役場等に謹呈されることとなり、

遺贈寄付についての正しい情報提供や啓発に貢献している。 

 

９）社会的インパクトセンター 

 今年度は、社会的インパクト評価・投資の促進に向けた調査・研究、事業開発を実施した。ま

た、社会的インパクト評価イニシアチブの共同事務局として、日本における評価の推進、評価人

材育成の支援等を実施した。主な実績は以下の通りである。 

 

＜社会的インパクト評価関連＞ 

 「平成２９年度国内の民間団体が行う環境教育・学習プログラムのフォローアップの状況に

係る調査実施業務」及び「平成 29年度環境教育等促進法関連施策の評価ツール作成及び評価

実施業務」を環境省より受託し、関連する環境教育プログラムの評価及び、環境教育等促進

法の各施策で想定されているプログラム別の評価ツールを作成した。また、関連団体が評価

を実施する際の参考となる実践ガイドの作成も行なった。 

 日本財団からの助成を受けて、コレクティブ・インパクト実証事業を実施、国内及び国外事

例調査を行い、その成果をオンライン・ジャーナルやファンドレイジング 2018 で発表した。

また、「こども宅食」のコンソーシアムメンバーとして社会的インパクト評価を実施。2017

年度中にアンケートを二回実施し、2018年度にその結果を発表予定。 

 2016年 6月に設立された、社会的インパクト評価を推進するためのプラットフォーム「社会

的インパクト評価イニシアチブ」の共同事務局の一員として活動を行なった。Social Impact 

Day2017の開催や、2020Visionのロードマップに沿った各ワーキンググループの活動を推進

した。 
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 評価人材育成支援の一環として、伴走評価エキスパート育成プログラムの事務局を担いまし

た。日本初となる、発展的評価の研修を全四回（それぞれ 3-5日程度）実施した。 

 

＜社会的インパクト投資関連＞ 

 ソーシャルインパクトボンド事業として、柏でのモデル事業実施（厚労省受託）や、久留米

での評価モデルの検討を実施した。 

 社会的インパクト投資フォーラム 2018（一般財団法人社会的投資推進財団、公益財団法人笹

川平和財団 主催）の一部企画・運営を行なった。 

 

 

１０）講師派遣 

今年度、下記の講師派遣を行った。 

 

日程 講師 講演内容 

4/27.28 細貝 東洋大学 国際地域学基礎 

6/9 大石 第 4 回これからの社会貢献活動支援検討会議  

6/21 鵜尾 外部資金獲得方策の進化と実際 

～寄附活動の多様な強化／CF 支援組織／研究・事業資金調達の実績 

6/27.28 鴨崎 日本赤十字ファンドレイジングセミナー 

7/2 鵜尾 DODA ソーシャルキャリアフォーラム 2017～ソーシャルビジネス×社会的投資の未来～基調講演 「ソーシ

ャルビジネス×お金 ～社会的投資の展望～」 

7/9 鴨崎 みんなでガバナンスフォーラム@明治大学 

8/30 鴨崎 なぜ評価が必要か？非営利活動の評価の潮流と日本の状況 

9/3 浅井 

小堀 

全国国立大学付属学校 PTA 連合会向け研修 

10/14 鴨崎 千葉県市民活動団体マネジメント事業 

10/30 鴨崎 社会的課題の解決に向けた新たな官民連携の仕組み～ソーシャル・インパクト・ボンド～」 

11/16 鵜尾 公益社団法人経済同友会 2017 年度 産業懇談会第３木曜グループ 11 月例会における講演 

12/17 鵜尾 熊本未来創造基金「みんなでつくろう-自分たちの未来」 

12/19 鴨崎 立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科 

「コミュニティデザイン学演習 21：助成と評価」 

2/3 早瀬 第２５回 東三河ボランティア集会「未来へつなげ希望の灯～やさしさ育むボランティアの芽～」 

2/15 鵜尾 クラウドファンディングによる地域活性化研究会基調講演&審査員 

3/24 鴨崎 協働によるコミュニティづくりの普及・促進事業」 
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添付資料１  

■必修研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

准認定ファンドレイザー必修研修（2017） 

開催日 人数 都道府県 

2017年 4 月 8 日 39 東京都 

2017年 4 月 26 日 26 東京都 

2017年 5 月 7 日 29 熊本県 

2017年 5 月 10 日 30 東京都 

2017年 5 月 20 日 10 神奈川県 

2017年 5 月 21 日 31 大阪府 

2017年 5 月 24 日 34 東京都 

2017年 6 月 16 日 25 岩手県 

2017年 6 月 27 日 45 東京都（日本赤十字社） 

2017年 7 月 19 日 50 東京都 

2017年 9 月 6 日 28 東京都 

2017年 9 月 16 日 12 愛知県 

2017年 9 月 30 日 25 東京都 

2017年 10 月 1 日 16 東京都（全国国立大学附属校 PTA連合会） 

2017年 10 月 14日 34 東京都 

2017年 10 月 14日 29 兵庫県 

2017年 10 月 29日 10 北海道 

2017年 10 月 31日 34 東京都 

2018年 1 月 20 日 18 静岡県 

2018年 1 月 31 日 39 東京都 

2017年 3 月 17 日 175 東京都 

合計 739 名   

      

認定ファンドレイザー必修研修（2017） 

開催日 人数 都道府県 

2017年 9 月 23 日 17 東京都 

2017年 10 月 5 日 18 東京都 

合計 35 名 
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■協会及び各チャプター主催の選択研修

開催開始年月日 研修名 都道府県 

2017 年 4 月 1 日 第 8回ファンドレイジング研究会・関西「第一部・FRJ2017振り返り会」 京都府 

2017 年 4 月 1 日 
第 8回ファンドレイジング研究会・関西「第二部・これからの関西チャプターの活

動計画を考える WS」 
京都府 

2017 年 6 月 2 日 
個人と組織の成長は両立できる！～やりがいと成果をうむ組織コミュニケーショ

ン～
北海道 

2017 年 6 月 2 日 ファンドレイジング入門 東京都 

2017 年 6 月 4 日 資金調達の基礎＆成功のポイント 熊本県 

2017 年 6 月 5 日 資金調達の基礎＆成功のポイント 熊本県 

2017 年 6 月 7 日 
アドバンス研修「ケーススタディから学ぶ、経営戦略フレームワークに基づいたフ

ァンドレイジング戦略とは？」 
東京都 

2017 年 6 月 10 日 資金調達の基礎＆成功のポイント 佐賀県 

2017 年 6 月 12 日 寄付の教室 長野県 

2017 年 6 月 12 日 ファンドレイジング寺子屋 東京都 

2017 年 6 月 14 日 「中国チャプター主催」ファンドレイジング勉強会 山口県 

2017 年 6 月 14 日 寄付の教室 東京都 

2017 年 6 月 14 日 ファンドレイジング入門 東京都 

2017 年 6 月 15 日 寄付の教室 東京都 

2017 年 6 月 16 日 寄付の教室 東京都 

2017 年 6 月 18 日 
第 4回ファンドレイジングセミナーin関西 フリーランス系ファンドレイザーに

聞く！ファンドレイザーのキャリアデザイン 
大阪府 

2017 年 6 月 28 日 日本赤十字社ファンドレイジングセミナー_2 東京都 

2017 年 6 月 30 日 社会貢献ファシリテーター研修 福岡県 

2017 年 7 月 1 日 寄付の教室 福岡県 

2017 年 7 月 2 日 米国ファンドレイジング大会報告会(ファンドレイジング・サロン in 東北①） 福島県 

2017 年 7 月 3 日 ファンドレイジング寺子屋 第 2回 団体としての準備～実務編 東京都 

2017 年 7 月 5 日 
アドバンス研修「戦略的フレームワークをもとに、自団体のファンドレイジング戦

略を作成してみよう！」 
東京都 

2017 年 7 月 6 日 アドバンス研修「ケーススタディから学ぶ、効果的な寄付・会費プログラムとは？」 東京都 

2017 年 7 月 15 日 アートとファンドレイジングを考える～ファンドレイジング基礎講座（第 1部） 東京都 

2017 年 7 月 15 日 アートとファンドレイジングを考える～ファンドレイジング基礎講座（第 2部） 東京都 

2017 年 7 月 18 日 ファンドレイジング寺子屋 第 3回 個人としての準備 東京都 

2017 年 7 月 19 日 アドバンス研修「自団体の効果的な寄付・会費プログラムを作成してみよう！」 東京都 

2017 年 7 月 22 日 日本型ソーシャルインパクトボンドとは 北海道 

2017 年 7 月 23 日 社会的評価実務研修（ロジックモデルスタートアップ） 北海道 
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2017 年 7 月 30 日 ロジックモデルづくり研修 愛知県 

2017 年 8 月 3 日 
アドバンス研修「ケーススタディから学ぶ、ファンドレイジングにつながる ITコ

ミュニケーションとは？」
東京都 

2017 年 8 月 7 日 寄付の教室 東京都 

2017 年 8 月 7 日 ファンドレイジング寺子屋 第 4回 寄付 東京都 

2017 年 8 月 10 日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2017 年 8 月 24 日 
2017年度第９回ファンドレイジング研究会・関西～ＳＮＳとペライチでファンド

レイジングの力を着けよう～
京都府 

2017 年 8 月 25 日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2017 年 8 月 26 日 
アドバンス研修「ケーススタディから学ぶ、助成金申請で押さえるべきポイントと

は？」 
東京都 

2017 年 8 月 29 日 ファンドレイジング入門 東京都 

2017 年 8 月 30 日 
アドバンス研修「自団体のファンドレイジングにつながる効果的な ITコミュニケ

ーションとは？」 
東京都 

2017 年 9 月 3 日 信頼コミュニケーション基礎研修 東京都 

2017 年 9 月 4 日 ファンドレイジング寺子屋 第 5回 会費 東京都 

2017 年 9 月 6 日 アドバンス研修「自団体に適した助成金申請とは？」 東京都 

2017 年 9 月 7 日 企業、ボランティアとの協働戦略 東京都 

2017 年 9 月 7 日 協働をすすめる秘訣とは？ 東京都 

2017 年 9 月 15 日 ファンドレイジング入門～善意の資金の集め方 愛知県 

2017 年 9 月 16 日 ソーシャル・経営・販売 etc..なんでも相談会 愛知県 

2017 年 9 月 19 日 寄付の教室 福岡県 

2017 年 9 月 24 日 
実際の伴走者が語る、地域への寄り添い方―地域はなにができるか・来るべき未来

とどう向き合うかー 
北海道 

2017 年 9 月 25 日 財政基盤を強くしなければ社会的使命は達成できない！ 北海道 

2017 年 9 月 25 日 ファンドレイジング寺子屋 第 6回 イベント開催 東京都 

2017 年 9 月 26 日 寄付の教室 福岡県 

2017 年 9 月 27 日 クラウドファンディングの成功事例から学ぶ 東京都 

2017 年 9 月 27 日 「寄付できない」の処方箋 東京都 

2017 年 9 月 29 日 寄付の教室 兵庫県 

2017 年 9 月 30 日 ファンドレイジング・九州 2017 福岡県 

2017 年 9 月 30 日 データベース活用基礎研修 東京都 

2017 年 10 月 3 日 ファンドレイジング入門 東京都 

2017 年 10 月 7 日 社会貢献教育～海外の実践事例と日本の展開～（東北チャプター主催） 宮城県 

2017 年 10 月 12 日 
アドバンス研修「【基礎編】成果を生み出すためのロジックモデルを作成してみよ

う！」 
東京都 

2017 年 10 月 12 日 寄付の教室 兵庫県 
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2017 年 10 月 13 日 寄付の教室 福岡県 

2017 年 10 月 13 日 寄付の教室 兵庫県 

2017 年 10 月 15 日 社会貢献ファシリテーター研修 京都府 

2017 年 10 月 16 日 ファンドレイジング寺子屋 第 7回 助成金 東京都 

2017 年 10 月 18 日 インパクトの最大化につながる社会的インパクト評価とは？ 東京都 

2017 年 10 月 21 日 支援を得るために成果評価しよう～社会的インパクト評価初級編～ 愛知県 

2017年 11 月 7 日 アドバンス研修「寄付税制から考える寄付するメリットの伝え方」 東京都 

2017 年 10 月 28 日 ファンドレイジング研究会・関西「地域の課題を解決するお金と人のエコシステム」 奈良県 

2017 年 10 月 28 日 
アドバンス研修「【応用編】ファンドレイザーに必要な成果を生み出すための評価

力を身につけよう！」 
東京都 

2017 年 10 月 30 日 ファンドレイジング研修 北海道 

2017 年 11 月 1 日 1分間で、相手のハートをぐっとつかむ、奇跡の話術 東京都 

2017 年 11 月 4 日 
アートの価値をどう伝えるか～文化芸術の社会的インパクト評価～ワークショッ

プ版 
東京都 

2017 年 11 月 13 日 ファンドレイジング寺子屋 第 8回 事業収入 東京都 

2017 年 11 月 22 日 寄付の教室 神奈川県 

2017 年 11 月 23 日 ふくおか遺贈寄付フォーラム 2017 福岡県 

2017 年 11 月 25 日 社会貢献ファシリテーター研修 岡山県 

2017 年 11 月 26 日 共感をチカラに！～お金だけじゃない!ファンが広がるファンドレイジング入門～ 奈良県 

2017 年 11 月 29 日 アドバンス研修「失敗事例から学ぶファンドレイジングの本質」 東京都 

2017 年 12 月 3 日 日本アートマネジメント学会北海道部会研究会 北海道 

2017 年 12 月 5 日 士業等専門家向け遺贈寄付アドバイザー研修 in 東京 東京都 

2017 年 12 月 5 日 NPO等向け遺贈寄付入門研修 in 東京 東京都 

2017 年 12 月 10 日 
第５回ファンドレイジングセミナー in関西 関大 MeRISEで考える、ファンドレ

イジングの未来図
大阪府 

2017 年 12 月 12 日 寄付の教室 神奈川県 

2018 年 1 月 13 日 日本の福祉のファンドレイジングを考える超会議 東京都 

2018 年 1 月 25 日 地域における新しい「志」金循環～感動と共感がコツ～ 東京都 

2018 年 1 月 26 日 社会貢献ファシリテーター研修 東京都 

2018 年 1 月 29 日 NPO/NGOのためのデータ分析講座はじめの一歩 東京都 

2018 年 2 月 14 日 寄付の教室 京都府 

2018 年 2 月 16 日 NPOを取り巻く法律と税務 山口県 

2018 年 3 月 5 日 社会貢献教育ファシリテーター研修 福岡県 

2018 年 3 月 9 日 第 11回ファンドレイジング研究会・関西～ファンドレイジング入門～ 京都府 

2018 年 3 月 17 日 ファンドレイジング・日本 2018 東京都 

2018 年 3 月 17 日 社会貢献教育オープンシンポジウム 2018 東京都 
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■パートナー団体及び他団体主催の選択研修 

 

開催年月日 研修名 開催団体 都道府県 

2017 年 4 月 10 日 salesforceNPO 実践 1DAY 速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 4 月 11 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 5 月 13 日 環境 NGO・NPO 能力強化研修（札幌）データベース 
独立行政法人 

環境再生保全機構 
北海道 

2017 年 5 月 13 日 
環境 NGO・NPO 能力強化研修（札幌）NPO のファンドレイ

ジング 

独立行政法人 

環境再生保全機構 
北海道 

2017 年 5 月 14 日 環境 NGO・NPO 能力強化研修（東川）データベース 
独立行政法人 

環境再生保全機構 
北海道 

2017 年 5 月 14 日 
環境 NGO・NPO 能力強化研修（東川）NPO のファンドレイ

ジング 

独立行政法人 

環境再生保全機構 
北海道 

2017 年 5 月 25 日 
ファンドレイジング基本セミナー～寄付集めのこと、オン

ライン決済の活用のこと～ 

日本財団CANPANプロジェク

ト 
東京都 

2017 年 6 月 5 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 6 月 5 日 資金調達の基礎＆成功のポイント 
一般財団法人 

くまもと来創造基金 
熊本県 

2017 年 6 月 6 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 6 月 10 日 資金調達の基礎＆成功のポイント 
公益財団法人 

佐賀未来創造基金 
佐賀県 

2017 年 6 月 12 日 ファンドレイジング寺子屋 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 7 月 3 日 
ファンドレイジング寺子屋 第 2回 団体としての準備

～実務編 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 7 月 10 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編）@福岡 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
福岡県 

2017 年 7 月 11 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編）@福岡 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
福岡県 

2017 年 7 月 18 日 ファンドレイジング寺子屋 第 3回 個人としての準備 
認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える
東京都 
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制度をつくる会 

2017 年 7 月 27 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編）@大阪 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
大阪府 

2017 年 7 月 28 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編）@大阪 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
大阪府 

2017 年 7 月 30 日 ロジックモデルづくり研修 
公益財団法人 

あいちコミュニティ財団 
愛知県 

2017 年 8 月 3 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 8 月 4 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 8 月 7 日 ファンドレイジング寺子屋 第 4回 寄付 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 8 月 25 日 
秋までに即戦力の人材を採用する「スタッフ採用実践ゼ

ミ」 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 8 月 30 日 
新規支援者獲得に挑戦「対面型ファンドレイジング」実践

ゼミ 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 8 月 31 日 
NPOが、企業と組んでビジョンを実現！？ 〜事業を加速

させる連携のための 5つのポイント〜 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 2 日 
事業の成長と協業連携を支える「戦略的コンテンツマーケ

ティング」ゼミ 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 4 日 ファンドレイジング寺子屋 第 5回 会費 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 9 月 5 日 
組織に Google（非営利版）を導入する 「グループウェア

（Google Suite）導入・活用講座」 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 7 日 
運用ノウハウを獲得する！「実践：WEB広告の徹底活用」

ゼミ 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 12 日 事業の未来を担う人材を獲得する「採用広報」ゼミ 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 14 日 
参加者の主体性を醸成する「賛同者コミュニティが生れる

イベント設計」ゼミ 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 9 月 25 日 ファンドレイジング寺子屋 第 6回 イベント開催 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 
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2017 年 9 月 27 日 
2500社以上の NPOが導入するクラウド会計 freee を体

験！ 「紹介・トライアル」セミナー 

特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 10 月 12 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 10 月 16 日 ファンドレイジング寺子屋 第 7回 助成金 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 11 月 13 日 ファンドレイジング寺子屋 第 8回 事業収入 

認定 NPO法人 

シーズ・市民活動を支える

制度をつくる会 

東京都 

2017 年 11 月 26 日 
共感をチカラに！～お金だけじゃない!ファンが広がるフ

ァンドレイジング入門～ 

日本アートマネジメント学

会 
奈良県 

2017 年 12 月 5 日 士業等専門家向け遺贈寄付アドバイザー研修 in 東京 
一般社団法人 

全国レガシーギフト協会 
東京都 

2017 年 12 月 5 日 NPO等向け遺贈寄付入門研修 in 東京 
一般社団法人 

全国レガシーギフト協会 
東京都 

2017 年 12 月 11 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2017 年 12 月 12 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 

2018 年 1 月 25 日 地域における新しい「志」金循環～感動と共感がコツ～ 元気な日本をつくる会 東京都 

2018 年 2 月 8 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（初級編） 
特定非営利活動法人 NPOサ

ポートセンター 
東京都 

2018 年 2 月 9 日 salesforceNPO実践 1DAY速習コース（中級編） 
特定非営利活動法人 

NPOサポートセンター 
東京都 
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第３号議案 ２０１８年度 事業・活動計画 

 

＜１＞ ２０１８年度事業計画策定にあたっての基本的考え方 

２０１８年度の事業は、「２０２０VISION」で掲げた「善意の資金循環 10兆円時代の実現」に向け

た「Theory of Change（セオリーオブチェンジ）」に基づき、以下の４つの項目で構成される。 

 

1. 社会のお金の流れをデザインする力のあるプロフェッショナルを増やす 

2. 新たな大きな社会のお金の流れを創出する 

3. 寄付、社会的投資への理解を促進する（「空気」の醸成）） 

4. 他のプレーヤーの重要な動きを支援する 

 

  ２０１８年度は、基幹事業であるファンドレイザーの育成、社会貢献教育、社会的インパクトセ

ンター事業のさらなる成長に注力する。また、ファンドレイジング・日本の開催時期の変更とともに

更なる内容の進化を目指し準備を進める。 

 また、２０１８年度で協会は設立１０周年を迎えるため、「１０周年プロジェクト」新たに立ち上

げ、年間を通じて様々なステークホルダーとともにセオリーオブチェンジの見直しを含む「２０３０

VISION」の作成を行う。 

 

＜２＞ 事業計画（２０１８年度） 

 

１．社会のお金の流れをデザインする力のあるプロフェッショナルを増やす 

（１） ファンドレイザー育成事業（資格制度、研修、スクール） 

 高い倫理感と専門性を持つファンドレイザーの育成を目的として、准認定ファンドレイザー必

修研修の受講者を年間 700名の目標とし、資格の取得を促進する。また、実践力のあるファンド

レイザーの育成を目的に、第 3期の「ファンドレイジング・スクール」を開講する。既に資格を

有するファンドレイザーには、継続的な能力研鑽の機会を提供し、資格の更新率を高めるととも

に、各種研修の講師の担い手の育成を図る。 

 

（２） ファンドレイジング・日本の開催 

 協会の１０周年プロジェクトと時期が重なることと、ファンドレイジング日本の内容をさらに

充実させるために開催時期を見直し、２０１９年度の開催を検討する。次回は開催１０回目を迎

える記念大会となるため、これまでの大会を大幅に見直し次の１０年に向けての新な大会の形を

つくる。 

・実施時期：２０１９年９月（予定） 

・会場：駒澤大学（予定） 

 

（３） チャプター化の推進 

  6 つの地域チャプター（北海道、東北、東海、関西、中国、九州）と専門領域毎のテーマ別チャプター

（アート関係者、福祉関係者）と協働し、ファンドレイジングに関するネットワーキングの機会の創出と、成
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功事例の共有、能力向上を図る各種研修やセミナーを開催する。また、ファンドレイジング・スクール卒

業生のコミュニティなど、領域毎のネットワークを可視化し、ファンドレイザーがモチベーションを高め続

けられる環境を整備する。 

（４） 社会的インパクト評価の主流化と評価人材育成

 当年度は、社会的インパクト評価・投資の促進に向けた調査・研究、事業開発をさらに拡大する。

特に調査・研究にとどまらず、その結果を活かした課題解決の仕組みや制度作り等を併せて行う「ド

ゥ・タンク（行動集団）」事業に引き続き注力する。 

  また、社会的インパクト評価の推進に関しては、社会的インパクト評価イニシアチブの共同事務局

として、日本における評価の推進、評価人材育成の支援等を行う。 

２．新たな大きな社会のお金の流れを創出する 

（１） 善意の資金循環に必要な政策制度の研究・提言

２０１９年度から始まる予定の休眠預金活用に向けて『休眠預金「未来構想」プラットフォ

ーム』を通じてソーシャル・セクター全体で最適な活用ができるよう提言等を行っていく。 

また、SIBや社会的インパクト評価の推進を通じて、ソーシャル・セクターや行政等がイン

パクト志向で事業や政策策定を実施するための仕組みや制度に関する研究・提言等を行う。 

（２） 遺贈寄付推進事業

遺贈関心者（40歳以上の男女の 21％）への最適なアドバイス体制の構築と地域の資金循環

の促進、高齢者の社会貢献による幸福度向上を目的に、全国レガシーギフト協会と連携して遺

贈寄付の全国的な推進を行う。 

① 全国レガシーギフト協会の運営

② 全国レガシーギフト協会との協働による全国規模での地域別マッチングシステムの運営

③ 全国レガシーギフト協会との協働による専門家・NPO向け遺贈寄付研修の実施

④ 全国レガシーギフト協会との協働による遺贈寄付の社会的認知拡大のための発信や金融

機関等を含めた各種団体・法人やメディアへの広報啓発活動の実施。

３．寄付、社会的投資への理解を促進する（「空気」の醸成）） 

（１） 社会貢献教育を教育現場に取り組むための仕組みづくり

① 社会貢献教育ポータルサイトの構築

 社会貢献教育の相談窓口や教材、実施実例などがワンストップで分かり、教員による好

事例の掲載と発信を行うポータルサイト。 

② ファシリテータ—のコミュニティ化と教員向けの研修実施

 社会貢献教育ファシリテータ—が技能向上と情報交換を図るコミュニティの構築と研修

機会の提供を行うと共に、教員に特化した社会貢献教育に関する研修機会の実施。 

③ 教材の開発と充実化
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 教員が授業の中で展開しやすい教材（ビデオ教材、ワーク教材など）の開発制作を SDGs

の動きなども参考にしながら行う。 

 

（２） 寄付へのポジティブな空気の醸成として、「寄付白書」の販売、「寄付月間」を実施する。 

① 寄付白書２０１７の販売と寄付研究の促進 

 当年度は、「寄付白書２０１７」の販売に注力する。これまで通り主催研修を軸にした対

面販売および各種のオンライン販売を進める。更に、寄付研究の促進にも努める。今後は出

版期間の見直しとともに寄付白書自体の在り方、体裁等の見直しを検討する。 

 

② 寄付月間の実施 

 寄付についての社会の理解を促進し、日本の寄付文化を醸成するため、「寄付月間」が

全国的に展開され、寄付に関する様々な取り組みが全国各地で実施されるよう、引き続き

運営に携わっていく。 

 

４．他のプレーヤーの重要な動きを支援する 

 

（１） ファンドレイジングジャーナルの強化 

 ファンドレイジングに関連する日本国内外の最新の情報を取り上げ、オンラインメディアと

して配信・拡散することで、他のプレーヤーの重要な動きを情報発信の面から支援する。 

 

（２） 新公益連盟等を通じたソーシャルセクター全体への貢献 

 新公益連盟に幹事団体として参加し、ソーシャルセクター全体が裨益する新しい資金循環の

仕組み（NPO法人債や社会貢献型 ICOなど）の構築を支援する。 

 

＜３＞ 組織基盤のさらなる強化 

 

１．事務局体制 

常勤の事務局員と専門知識をもつ外部協力先が一体となった事務局運営体制を引き続き行う。さ

らに、認定・准認定ファンドレイザーを中心により多くの人と各種事業を遂行するよう努める。ま

た、より職員が働きやすい環境整備を進めるとともに、組織基盤強化の一環でシステム・コーチン

グを実施する。 

 

２．会員拡大 

 2019年度 3月末時点で会員数 2000名を目指し、日本の寄付・社会的投資市場の拡大の賛同者を

増やす。また、各種事業の戦略的な展開を図る法人パートナーを募集し、連携を深める。  

 

３．ボランティアの組織化 
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 ボランティア登録は現在２９４名。引き続き、ボランティアデーを開催する。大会の運営を通じ

てボランティアリーダー人材や他の事業にも深く関わる人材がでてきているため、ボランティアと

他事業との連携を促進し、各事業の発展に向けた強力なパートナーとして恊働する。 
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第４号議案 ２０１８年度 予算計画 
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■ 役員報酬について

２０１８年度の役員報酬は、以下の通りとする。

代表理事 鵜尾雅隆 ：４８０万円【８号俸：４０万円】（前年度５００万円）
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第５号議案 理事・監事の選任 

 ＜任期：１年＞ 

理事候補者 

伊藤 美歩 (有限会社アーツブリッジ 代表) 

鵜尾 雅隆 (株式会社ファンドレックス 代表取締役) 

 鴨崎 貴泰※（認定特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会 事務局長） 

岸本 幸子 (公益財団法人パブリックリソース財団 専務理事・事務局長) 

久津摩 和弘※（一般社団法人日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET 

理事長 / 福祉チャプター代表） 

黒田 武志※ （リネットジャパングループ株式会社 代表取締役社長） 

薗田 綾子 （株式会社クレアン 代表取締役） 

高木 美代子（公益財団法人ケア・インターナショナル ジャパン マーケティング部

長） 

田中 皓 (公益財団法人助成財団センター 専務理事) 

徳永 洋子 （ファンドレイジング・ラボ 代表） 

戸田 由美 （関西チャプター共同代表 / 高島市役所（滋賀県）職員） 

早瀬 昇 (認定特定非営利活動法人日本NPOセンター 代表理事) 

山北 洋二 (前 あしなが育英会 常勤監事) 

山元 圭太（合同会社喜代七 代表） 

 

監事候補者 

金沢 俊弘※ (公益社団法人全国老人福祉施設協議会常務理事・業務執行理事) 

樽本 哲 (弁護士／NPOのための弁護士ネットワーク) 

    

※新任 

 

＜退任＞ 

（理事） 

 金沢 俊弘 (公益社団法人全国老人福祉施設協議会常務理事・業務執行理事) 
 渋澤 健 (コモンズ投信株式会社 会長) 

 田幸 大輔 (政策分析ネットワーク・運営委員兼事務局長) 

 

（監事） 

 脇坂 誠也  (税理士／認定特定非営利活動法人NPO会計税務専門家ネットワーク 代

表理事) 

 

 

 

 


